
　　　　　　　　

経済コラム

47

フ
ル
ー
ツ
カ
ラ
ー
（
鶴
見
製
紙
株
式
会
社
）

ぶぎん地域経済研究所  専務取締役／チーフエコノミスト　土田　浩
埼
玉
の
隠
れ
た
銘
品
百
選

シ
リ
ー
ズ  

埼
玉
の
隠
れ
た
銘
品
百
選

　再生紙 100％のトイレットペーパー。再生紙というと、硬くてごわご

わしたイメージを持つ方がいるかも知れないが、このフルーツカラーは、

驚くほどふんわりした、柔らかな肌触りだ。その秘密は、微細なマイク

ロエンボス加工、クレープ（しわ）を付けた原紙など、当社が得意とす

る製法にある。

　当社が「機密処理溶解システム」を導入したことで、未開封のままで

溶解処理することが可能となった。これによって、オフィスなどから排

出され、かつては焼却処理されていた機密文書も、再生紙の原料として

活用している。リサイクル化の輪を広げ

ることで、脱炭素に向けた取り組みが世

の中にも分かり易く伝わってくる。

　色は、ミックスベリー（ピンク）、ブルー

ベリー（青）、トロピカルフルーツ（緑）

の 3 種類。トイレが色づくだけでなく、

ほのかなフルーツの香りにも包まれる逸

品である。

■ 鶴見製紙 株式会社
 　1922 年　創業（静岡県富士市で里和抄紙部設立）
　 1945 年　鶴見製紙株式会社を設立（横浜市鶴見区）、
　　　　　   黒ちり紙の生産開始
　 1957 年　鳩ケ谷工場新設（1966 年 鳩ケ谷工場を本社工場に）
　 2000 年　機密資源の受入を開始
                       （2004 年 業界初となる動画による溶解証明書サービスを開始）
　代表取締役社長　里和永一
    〒 334-0013　川口市南鳩ケ谷 8 丁目 1 番 10 号
    TEL 048-283-3620　https://tsurumipaper.co.jp/
    （武蔵野銀行 鳩ケ谷支店取引先）
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メタバースという言葉を目にすることが多くなっ
た。昨年、米国 Facebook 社の “Meta” への社

名変更も話題となった。メタバースとは、“meta”（超
越した）と “universe”（宇宙、世界）を組み合わせ
た造語。よりリアルに近づいた仮想空間上で、アバター
を使用して他者と交流する世界である。
　ということで私も、自宅のパソコンでメタバースに
入ってみた。一口にメタバースと言っても、“VRChat”、
“Decentraland” など多数のプラットフォームがある
が、いくつか試した結果、日本人の初心者が馴染みや
すい “cluster（クラスター）”というプラットフォー
ムに落ち着いた。ユーザー登録は必要だが、クレジッ
トカードなどは登録していない。アバターも無料のオ
プションで済ませている。

YouTube 動画を選択するのと同様の容易さで、
ユーザーが制作した個性豊かな世界（“ワールド”）

に移動できる。カフェや街角のような溜り場、宇宙や
海底などの SF映画的空間、ビーチや野山などの癒し
の場、ゲームセンターやカジノ、音楽ライブのイベン
ト会場など多彩である。
　そのワールドに居合わせた人とコメント（文字）や
音声会話でコミュニケーションを取るのも、一人で走
り回るのも自由である。ワールドの景色を背景にして、
記念写真を撮るのも簡単だ。共有の空間に他人がいて、
気が向けば話し掛けられるというのが、現実世界に近
い。アバター同士なので、年齢・性別・身体的特徴か
ら解放される気楽さもある。
　メタバースらしさを実感したのは、音楽ライブイベ
ントで “YouTube ライブ ”との同時配信を見比べたと
きだった。“YouTube ライブ ”、“17Live” などのライ
ブ配信は、コメントやギフト（投げ銭）を送ることで、
演奏者とリアルタイムで交流し、場づくりに参加でき
ることが画期的な魅力である。
　それに加えて、メタバースでは、一緒に見ている観
客のジャンプ、拍手、ペンライト応援などが、きめ細
かく共有される。かつてアイドルグループのライブ会

場で出くわしたオタ芸（熱狂的ファンの踊り、掛け声）
のような盛り上がりだ。プロ野球のスタンドでポツ
ンと一人でいるよりも、満席のファンと一緒にお馴
染みの応援をする楽しさ、と言えば伝わるだろうか。
　VRゴーグルを装着すれば没入感が高まるので、
ジェットコースターやお化け屋敷などは一層楽しめ
るに違いない。胴体や足の動きをアバターに反映さ
せるデバイスを装着すれば、身体動作が俄然繊細に
なるので、周囲の仲間への感情表現が豊かになる。

メタバースをバーチャルオフィスにする試みも
ある。コロナ禍のリモートワークで、“Zoom”

などのオンライン会議は普及したが、事前の参加者
招待など計画的な運用が求められる。これに対し、
勤務時間中は皆がメタバース環境に緩く繋がってい
れば、いつでも隣人の様子を窺ったり、雑談の輪が
広がったりするので、「出社時と同じクオリティで
組織を運営できた」との声も聞かれる。
　アバターや身の回り品の売買などは言うに及ば
ず、仮想空間内の土地まで高値で売買されるプラッ
トフォームもあるなど、メタバース上での商取引も
広範化している。当然ながら、多くの企業もメタバー
スを活用したビジネス開発に参入している。現実世
界の商品を購入できるショッピングモールの運営や
テナントの入居などが進んでいる。

ただし、現状、メタバースは未開の無法地帯だ
と言われる。SNSがそうであったように、革

新的な技術を用いた新サービスの普及には、必ず負
の側面がつきまとう。メタバースへの投資が、現実
世界での収益化の手段となるにつれ、マネーロンダ
リング対策や税制上の扱いなどの整備も必要となる。
　メタバースが、人々の暮らしを豊かにするものと
して定着するのか、一過性のブームで終わるのか、
まだ分からない。とは言え、遊び心を起点としたモ
チベーションは強力である。食わず嫌いは勿体ない。
ちょっと立ち寄って体感してみる好奇心は持ち続け
たい。

メタバースを体感してみよう

ぶぎんレポートNo.266　2022年 6月号30


